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　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額

分
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
上
記
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は
指
定
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
お

申
込
み
し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
関

係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
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介
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）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

本

1011

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金な
ど）の収入額で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれませ
ん。
※所得金額とは、前年（2019年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所
得控除額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除
（扶養控除や社会保険料控除など）をする前の金額です。

【65歳以上の人の介護保険料】（令和元年度から令和2年度まで）

　安中市では、介護保険について便利帳を発行
しています。利用の手引きになっています。ま
た、市ホームページにも掲載してありますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）

・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円超
120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が120万円
超の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円超の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上200万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が200
万円以上300万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が300
万円以上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.375
26,600円

基準額×0.625
44,300円

基準額×0.725
51,400円

基準額×0.90
63,700円

基準額
70,800円

基準額×1.15
81,400円

基準額×1.30
92,000円

基準額×1.50
106,200円

基準額×1.70
120,300円

基準額×1.80
127,400円

基準額×1.90
134,500円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源

と
し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援
し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納

め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


